
５．見積用設計図書及び参考図面　構造　質疑書・回答書

1 構造 ST-002

　６章コンクリート工事、２節コンクリートの種類及び品質のマス
コンクリートにおいて、底版のマスコンクリート範囲は擁壁底版
のみとなっていますが、施工上擁壁底版以外の底版もマスコ
ンクリート範囲のコンクリートと同時打設になると思われる為、
底版全てマスコンクリートと考えて宜しいでしょうか。
また、基礎階にピットがあり、ピット天井にスラブがありますが、
上記と同じ理由によりスラブもマスコンクリートと考えて宜しい
でしょうか。併せて御指示ください。

　よろしいです。ご指摘の『擁壁底版』は、『擁壁、底版』と読み
替えるものとします。
　また、ピット天井スラブについては、施工手順等をご判断の
上、適宜見込んでください。

2 構造 ST-002

　６章コンクリート工事、２節コンクリートの種類及び品質のマス
コンクリートにおいて、マスコンクリート範囲に放射線室のＥＷ
１５０、Ｓ１５０Ａ等が入っておりません。放射線室のＥＷ１５０、
Ｓ１５０Ａ等もマスコンクリートと考えて宜しいでしょうか。

　ST-003図6章13節6.13.1によります。

3 構造 －
　コンクリートにおいて、共用期間の級は標準と考えて宜しい
でしょうか。

　よろしいです。

4 構造 －
　コンクリートにおいて、水セメント比が不明です。全て５５％と
考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

5 構造 －
　梁貫通スリーブにおいて、スリーブ径、箇所数等不明です。
梁貫通スリーブ図または各数量を御提示願います。

　下記の通り見込んでください。
　・RG、5G、4G：φ200×1500ヶ所
　・3G、2G：φ300×400ヶ所
　・1G：φ300×400ヶ所
　・B1G：φ300×200ヶ所

6 構造
S-009
S-028

　Ｂ１階床伏図において、Ｘ４－Ｘ５通り、ＲＹ１－ＲＹ２通り間に
ＦＳ１００Ａがありますが、耐圧スラブリストにはありません。ＦＳ１
００と同配筋と考えて宜しいでしょうか。

　下記の通りとします。
　①S-028図耐圧スラブリストに記載のFS100は、FS100Aに読
み替えとします。
　②FS100の断面は下記の通りとします。
　上端筋：主筋D25-@200、配力筋D25-@200
　下端筋：主筋D25-@100(二段)、配力筋D25-@200

7 構造
S-009
S-041

　Ｂ1階床伏図において、Ｙ１３通りにＥＷ３０がありますが、壁リ
ストにはありません。壁厚３００、配筋はＥＷ２０に倣うと考えて
宜しいでしょうか。

　下記の通りとします。
　EW30：壁厚300、縦筋横筋ともD16@150（ダブル）

8 構造
S-010
S-041

　１階床伏図において、Ｘ５－Ｘ９通り、Ｙ４ａ－Ｙ７通り間にＥＷ
２５がありますが、壁リストにはありません。壁厚２５０、配筋はＥ
Ｗ２０に倣うと考えて宜しいでしょうか。

　下記の通りとします。
　EW25：壁厚250、縦筋横筋ともD13@150（ダブル）

9 構造
S-010
S-011
S-041

　放射線室１、２階床伏図において、ＲＸ４通り、Ｙ１３－ＲＹ１
通り間にＷ２０がありますが、壁リストにはありません。ＥＷ２０と
同断面と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

10 構造
S-010
～
S-012

　放射線室１～３階床伏図において、大梁天端レベルは特記
を除きＦＬ－５０、小梁天端レベルは接するスラブの一番低い
レベルのスラブ天端に小梁天端を合わせると考えて宜しいで
しょうか。

　よろしいです。

11 構造
S-010
S-011
S-033

　１、２階床伏図において、Ｘ５－Ｘ９通り、Ｙ４、Ｙ８通りにＣ２Ａ
とありますが、柱符号 ＫＥＹＰＬＡＮでは見当りません。Ｃ２Ａは
必要と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

12 構造 S-011
　２階床伏図において、建物外周大梁からＷ６００程度の跳ね
出しスラブがありますが、ＣＳ１５と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

13 構造 S-011
　２階床伏図において、Ｘ６ａ－Ｘ７通り、Ｙ１２－Ｙ１３通り間の
スラブ天端は２ＦＬ－５００と記載されていますが、凡例では２Ｆ
Ｌ－３５０です。２ＦＬ－５００を正と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

14 構造 S-012

　３階床伏図において、Ｘ６ａ通、Ｙ３ａ－４ａ間はＧＹ３と記載が
ありますが、Ｘ６ａ通、Ｙ３ａ－４通間はＧＹ４とあり、明確な納ま
りが不明です。ＧＹ４は不要とし、Ｘ６ａ通、Ｙ３ａ－４ａ間はＧＹ３
と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

15 構造
S-009
～
S-015

　各階床伏図において、小梁の天端レベルが不明です。ＲＣ
小梁の場合は接するスラブの一番低いレベルのスラブ天端に
小梁天端を合わせる、鉄骨小梁の場合は接するスラブの一番
低いレベルのスラブ下端に小梁天端を合わせると考えて宜し
いでしょうか。

　よろしいです。
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16 構造 S-011

　２階床伏図において、下記の通りに符号の無い大梁があり
ます。
下記のように考えて宜しいでしょうか。
・Ｘ１－Ｘ２通、Ｙ１０通→ＧＸ１
・Ｘ１１－Ｘ１３通、Ｙ１０通→ＧＸ１
・Ｘ１３通、Ｙ１０－Ｙ１２通→ＧＹ２

　よろしいです。

17 構造
S-015
A-030

　断面図(２)のＣ－Ｃ断面において、Ｙ８－Ｙ９通り間の室外機
置場のＲＳＬにスラブの記載がありますが、Ｒ階床伏図にはス
ラブは見当たりません。伏図及びスラブ符号を御指示くださ
い。
また、Ｒ階床伏図のＸ４－Ｘ６通り、Ｙ９－Ｙ１２通り間のリハビリ
庭園部にも同じような床配置が必要と思われます。この範囲も
併せて伏図及びスラブ符号を御指示ください。

　スラブ範囲は、A-026図によります。
　室外機置場及びリハビリ庭園ともに、上部の一般スラブは
S20、片持ちスラブはCS20とします。

18 構造 S-028
　耐圧スラブリストにおいて、耐圧スラブ全てに幅止筋Ｄ１０＠
１０００を見込んで宜しいでしょうか。

　よろしいです。

19 構造 S-029

　擁壁リスト(１)、Ｓｅｃ．Ａにおいて、ＲＷ１００の内側縦筋のピッ
チが２００となっていますが、Ｓｅｃ．ＢのＲＷ１００の内側縦筋の
ピッチは１００となっています。ＲＷ１００の内側縦筋のピッチは
１００を正と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

20 構造
S-029
S-030

　各擁壁リストにおいて、各擁壁底版の擁壁への定着長さがＬ
２より長く見受けられます。各擁壁底版の擁壁への定着長さを
御指示ください。

　下記の通りとします。

21 構造
S-028
S-029

　擁壁リスト(１)、Ｓｅｃ．Ａ、Ｂにおいて、ＣＦＳ１００の配力筋が
上下共Ｄ１９＠１００となっていますが、耐圧スラブリストでは上
下共Ｄ１９＠２００となっています。耐圧スラブリストの配筋を正
と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

22 構造
S-028
S-029

　擁壁リスト(１)、Ｓｅｃ．Ａにおいて、ＦＳ１００の配力筋が上下共
Ｄ１９＠１００となっていますが、耐圧スラブリストでは上Ｄ２５＠
２００、下Ｄ２５＠１００(二段)となっています。耐圧スラブリストの
配筋を正と考えて宜しいでしょうか。

　上記回答(質疑6)に準じます。

23 構造
S-028
S-030

　擁壁リスト(２)、Ｓｅｃ．Ｃにおいて、Ｍ２ＦＬのＦＳ７０の配力筋
が上下共Ｄ１９＠１００となっていますが、耐圧スラブリストでは
上下共Ｄ２５＠１５０となっています。耐圧スラブリストの配筋を
正と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

24 構造
S-034
ST-001

　柱リストにおいて、特記にスパイラルフープと記載があります
が、一般共通事項では溶接閉鎖型となっています。溶接閉鎖
型を正と考えて宜しいでしょうか。
また、仕口内フープはＳＲＣ梁となる為、単筋＋フープ溶接と
考えて宜しいでしょうか。併せて御指示ください。

　よろしいです。
　仕口部フープは、ST-015図（２）右下図によります。

25 構造 S-035
　ＲＣ柱リストにおいて、一般部は溶接閉鎖型となっています
が、仕口部フープも溶接閉鎖型と考えて宜しいでしょうか。

　RC柱仕口部は、H型とします。

26 構造 S-035

　ＲＣ柱リストにおいて、補助フープは仕口内には不要と考え
て宜しいでしょうか。
また、補助フープの形状は閉鎖型ではなく単筋と考えて宜し
いでしょうか。併せて御指示ください。

　いずれもよろしいです。

27 構造

ST-001
S-036
～
S-037

　一般共通事項において、ＳＲＣ部のスターラップは溶接閉鎖
型と記載がありますが、ＳＲＣ大梁リストには溶接閉鎖型の記
載は見当たりません。ＳＲＣ大梁のスターラップはフック付き形
状として宜しいでしょうか。

　溶接閉鎖型とします。

28 構造 S-039
　ＲＣ大梁リスト(２)、２階ＧＹ２３において、中央の上端筋の本
数が断面図では１０本、リストでは６本となっています。６本を
正と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。
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29 構造 S-041

　スラブリストにおいて、どのスラブの型枠がデッキまたは在来
か不明です。基礎部ピット天井は在来、Ｂ１床からは放射線室
範囲スラブ、片持ちスラブ以外は全てデッキと考えて宜しいで
しょうか。

　よろしいです。
ただし、EVピットスラブは在来型枠とします。

30 構造 S-041
　スラブリストのデッキ許容スパン表において、許容スパンがス
ラブ厚１５０の～３．３、スラブ厚２００の～３．１を超える場合
は、支保工有りのｔ０．８と考えて宜しいでしょうか。

　安全性・施工性・経済性を考慮の上、適宜ご判断下さい。

31 構造 S-041
　スラブ納まり要領図のＥＶピットにおいて、ＤＳ２５とありますが
デッキ厚が不明です。デッキ厚１．２と考えて宜しいでしょう
か。

　上記回答(質疑29)に準じます。

32 構造 S-041
　デッキスラブのデッキプレートにおいて、デッキプレートの仕
様はＨ１００、Ｚ１２と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

33 構造

A-031
S-009～
S-011
S-041

　矩計図(１)において、Ｘ１３通りの外壁がＢ１階はＷ１５０、２～
３階はＷ１８０のＲＣ壁となっていますが、Ｂ１～２階床伏図で
はＲＣ壁の指示がありません。また、壁リストにもＷ１５０、Ｗ１８
０の壁はありません。ＲＣ壁は必要とし、Ｗ１５０、Ｗ１８０共配筋
はタテヨコＤ１３＠２００ダブル、開口補強筋タテヨコナナメ共２
－Ｄ１３と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。
　ただし、W15は壁厚150、縦筋横筋ともD10@200（ダブルチド
リ）とします。

34 構造 S-005
　各基礎下地業において、地盤改良範囲の基礎下地業は砕
石無しの捨てコンクリートのみと考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

35 構造
S-010
A-174
S-041

　放射線室１階床伏図において、ＲＸ１－ＲＸ２通り間のＲＹ１、
ＲＹ２通り壁がＥＷ５０とＥＷ５０Ａとなっていますが、放射線防
護図(４)では壁厚１５００となっているので、ＥＷ１５０に読み替
えて宜しいでしょうか。
また、ＥＷ１５０はリストではＤ２５＠２００ダブル配筋となってい
ますが、内蔵鉄板部範囲には鋼板側面に追加でＤ２５＠２００
ダブル配筋を見込んで宜しいでしょうか。併せて御指示くださ
い。

　よろしいです。

36 構造 T-003
　４．地業工事、防湿層において、最下階の床コンクリート下
に防湿材を見込むとなっていますが、免震層床の耐圧盤下に
も必要でしょうか。御指示ください。

　不要とします。

37 構造
A-019
S-006

　水槽部分平面図において、水槽床レベルＢ１ＦＬ－６３５０と
なっていますが、基礎伏図では耐圧スラブ下端レベルＭＢ１Ｆ
Ｌ－３５００(Ｂ１ＦＬ－６６００)となっており、耐圧盤厚が７００の
為、天端レベルはＢ１ＦＬ－５９００となります。水槽床レベルは
基礎伏図のレベルを正と考えて宜しいでしょうか。
また、水槽部分平面図の水槽床レベルが正の場合は、接す
る基礎梁や布基礎の深さも変更になります。水槽部分平面図
の水槽床レベルが正の場合は変更後の深さも併せて御指示
ください。

　よろしいです。

38 構造
A-019
S-006

　水槽部分平面図において、各スパンに壁となる基礎梁がな
く、ＲＣ壁７００厚にてピットが区切られていますが、基礎伏図
では各スパンに基礎梁があり、基礎梁にてピットが区切られて
います。ピット形状は基礎伏図を正と考えて宜しいでしょうか。
また、水槽部分平面図のピット形状が正の場合は、基礎梁配
置等も変更になります。変更後の基礎梁配置等も併せて御指
示ください。

　よろしいです。

39 構造
A-019
S-006

　上項質疑において、基礎伏図のピット形状が正の場合は人
通孔、通気管、通水管等がピット間に必要と思われます。
各々の配置、径、仕様を御指示ください。
また、マンホール(床点検口)の数量も人通孔の箇所により平
面図に記載されている数量から変更になると思われます。併
せてマンホール(床点検口)の箇所も御指示ください。

　各地中梁ごとに人通孔：１ヶ所、通気管：φ150VP×2ヶ所、
通水管：φ150半割×2ヶ所を見込んでください。
　また、マンホールはA-019図を正とします。

40 構造
A-019
S-006

　免震ピット平面図において、Ｘ７－Ｘ７ｂ通り、Ｙ３－Ｙ３ａ通り
間、Ｘ１２－Ｘ１３通り、Ｙ３－Ｙ４通り間にボイラーブロー槽と消
火水槽がありますが、基礎伏図ではピットの指示がありませ
ん。ピット不要と考えて宜しいでしょうか。
また、ピットが必要な場合は耐圧板符号、深さ及びピット隔壁
梁の詳細を御指示ください。

　よろしいです。ピットの概要は下記の通りとします。
　ピット深さ：B1F-1,400
　ピット（水槽）底版符号はS25
　ピット（水槽）天版スラブ符号はS20
　ピットは、ボイラーブロー槽においてはGX2､GX5､GY4、消
火水槽においてはGX4､GY3､W25に囲まれた範囲とします。
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41 構造 ST-015

　鉄骨鉄筋コンクリート造標準図、耐力壁・土圧壁の鉄筋納ま
りにおいて、①～⑤までタイプがありますが、①～③のタイプ
を適用するとし、ジョイント筋やスタッドは不要と考えて宜しい
でしょうか。

　必要に応じて④、⑤も採用します。
　適宜見込んでください。

42 構造 －
　各階雑立上り(パラペット、腰壁、鳩小屋等)において、コンク
リート強度及びスランプは、雑立上りがある階のコンクリート強
度及びスランプに合わせると考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

43 構造 －
　各階雑立上り(パラペット、腰壁、鳩小屋等)において、配筋
が不明です。全てタテヨコＤ１０＠２００ダブルと考えて宜しい
でしょうか。

　下記の通りとします。
　①本体
　腰壁、垂れ壁：ｔ180、D13＠200タテヨコダブル
　パラペット：：ｔ180、D10＠200タテヨコダブル、端部2-D13
　②院内保育所
　腰壁：ｔ150、縦筋D10＠200ダブル、横筋D10＠200チドリ、
端部2-D13
　パラペット：ｔ180、D10＠200タテヨコダブル、端部2-D13
　③ハト小屋はA-153図参照の上、下記の通りとします。
　屋根：ｔ150、短辺Ｄ13＠200ダブル、長辺Ｄ10＠200ダブル、
端部2-Ｄ13、交差部4-Ｄ13
　壁：ｔ180、縦筋Ｄ13＠200ダブル、横筋Ｄ10＠200ダブル

44 構造 S-043
　雑詳細図、片持ち床版(一般部)において、ＰＬ－３．２とあり
ますが、ＰＬ－１．６に読み替えて宜しいでしょうか。

　設計図書通りとします。
　ただし、実施設計にて協議調整とします。

45 構造
ST-001
ST-002

　一般共通事項のコンクリート強度において、擁壁がＦｃ３０と
なっていますが、構造関係特記仕様書ではＦｃ３６となってい
ます。Ｆｃ３６を正と考えて宜しいでしょうか。

　Fc30を正とします。
　ただし、擁壁底版は基礎と同じFc36とします。

46 構造

S-029
S-030
A-031
A-032

　擁壁リストにおいて、擁壁底版の天端がＦＬ－９００となって
いますが、矩計図ではＦＬ±０となっています。擁壁リストの天
端レベルＦＬ－９００を正と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

47 構造 A-020
　Ｂ１階平面図において、Ｘ６通り、Ｙ１１通りにステージとありま
すが床の詳細が不明です。片持ちスラブＣＳ２０を見込んで宜
しいでしょうか。

　よろしいです。

48 構造 A-202
　ヘリポート鉄骨部材リストの柱脚詳細図において、柱脚基礎
の強度はＦｃ３０となっていますがスランプが不明です。Ｓ１８と
考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

49 構造 A-031

　Ｂ１ＦＬ、Ｘ１３通りに免震ブリッジがあり、擁壁外側に土間スラ
ブがありますが構造伏図には記載がなく詳細が不明です。ス
ラブ厚１５０、配筋Ｄ１０＠２００ダブルクロス、地業砕石１５０、Ｆ
ｃ２１ Ｓ１５、１８５㎏/m3、水セメント比５５％と考えて宜しいで
しょうか。

　よろしいです。

50 構造 A-032
　矩計図(２)において、Ｍ２ＦＬにスラブ増打ち５０～１００と記
載がありますが、ワイヤーメッシュφ６－１５０×１５０程度を見
込んで宜しいでしょうか。

　ワイヤーメッシュφ6-100×100とします。

51 構造
A-031
S-043

　矩計図(１)において、屋上に目隠し壁基礎がありますが配筋
が不明です。雑詳細図の設備機器基礎配筋図のタイプＣに
倣って宜しいでしょうか。

　よろしいです。

52 構造 A-029
　Ｂ－Ｂ断面図において、屋上に設備機器置場の柱脚に基礎
がありますが配筋が不明です。雑詳細図の設備機器基礎配
筋図のタイプＣに倣って宜しいでしょうか。

　よろしいです。

53 構造 S-043
　雑詳細図の設備機器基礎配筋図において、タイプＡに目荒
しがありますが、タイプＢ、タイプＣにはありません。全ての設
備基礎に目荒しを見込んで宜しいでしょうか。

　よろしいです。

54 構造
S-034 　ＳＲＣ柱リストにおいて、ＳＨ綱材で規格にないサイズの部材

はＢＨ材と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

55 構造
S-034 　ＳＲＣ柱リストにおいて、組立柱の場合、Ｙ方向部材をＢＴ材

と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

56 構造
ST-014
S-034

　ＳＲＣ柱のＪＯＩＮＴにおいて、フランジ厚３２が鉄骨構造標準
図に見当たりません。フランジ厚３２はフランジ厚２８に倣うと考
えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。



質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

57 構造
ST-014
S-034

　ＳＲＣ組立柱のＪＯＩＮＴにおいて、フランジはスプライスＰＬ接
合、ウエブは現場溶接と考えて宜しいでしょうか。また、ＳＲＣ
柱Ｃ３、Ｃ３Ａ柱はフランジ、ウエブ共、スプライスＰＬ接合と考
えて宜しいでしょうか。併せて御指示下さい。

　t=28を超える場合は溶接接合とします。

58 構造
S-011

　２階床伏図において、Ｙ１０通－Ｘ１～Ｘ２間、Ｙ１０通－Ｘ１１
～Ｘ１３間の大梁に梁符号が見当たりませんが、ＧＸ１と考えて
宜しいでしょうか。

　よろしいです。

59 構造
S-016～
S-023

　軸組図（１）～（８）において、４階以上の大梁は端部にジョイ
ントの特記がない限り、ノンブラケット工法とする。と記載があり
ますが、軸組図のない通りに関しては、軸組図のある通りの対
称と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

60 構造
A-032

　矩計図（２）において、１ＦＬ＋３７００、Ｙ１通－１６００に本体
付きの庇が見受けられますが、構造図に見当たりません。施
工範囲及び、リスト、ＲＣ取合等詳細を御指示下さい。

　施工範囲は洗体室から風除室4の前面W11000、風除室1・2
の前面W9000とします。部材は下記を見込んでください。
　主材：H-150×75×5.5×9.5＠900
　先端繋ぎ材：H-250×125×7.5×12.5　GPL-6、HTB2-B16
　BPL-16、A.bolt2-M20(SS400)、L=400、DNフック付き

61 構造 S-040
　補剛材要領図において、ＴＹＰＥ　Ｂの適用範囲が見当たり
ません。ＴＹＰＥ　Ｂの適用範囲を御指示下さい。

　該当箇所はありません。

62 構造 A-004

　仕上表（１）耐火被覆において、Ｂ１～１階の鉄骨部につい
ての記載がありませんが、Ｂ１～１階鉄骨（Ｓ造小梁）に耐火被
覆は必要と考えて宜しいでしょうか。またその場合、ロックウー
ル吹付　ｔ＝４５　２時間と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

63 構造 A-004

　仕上表（１）耐火被覆において、屋上外部設備置場が柱、梁
共耐火塗料（１時間耐火）となっていますが、溶融亜鉛メッキ
の上、耐火塗料（１時間耐火）をするのでしょうか。溶融亜鉛
メッキ仕上のままでしょうか。

　耐火塗料の該当箇所はありません。

64 構造 A-004

　上記質疑において、溶融亜鉛メッキの上、耐火塗料（１時間
耐火）の場合、屋上外部設備置場に施工する目隠し下地鉄
骨、ヘリポート、ヘリポート下部機械架台等全ての鉄骨におい
て溶融亜鉛メッキの上、耐火塗料と考えて宜しいでしょうか。

　上記回答(質疑63)に準じます。

65 構造 -
　外壁胴縁、開口補強等必要でしょうか。必要な場合、範囲、
詳細を御指示下さい。

　必要です。適宜見込んでください。

66 構造
A-200
A-202

　ヘリポート鉄骨伏図、ヘリポート鉄骨部材リスト、において、
Ｇ２大梁の材質がＳＮ４００Ｂと、ＳＮ４９０Ｂの記載があります。
Ｇ２大梁はＳＮ４００Ｂと考えて宜しいでしょうか。

　SN490Bとします。

67 構造 A-202
　小梁ＤＢ１の継手はＧＰＬ－９、４－Ｍ２０と考えて宜しいで
しょうか。

　 GPL-12、H.T.B4-M20とします。

68 構造 A-152
　部分詳細図（７）において、設備架台用綱材は設備工事、ア
ンカーボルトは建築工事とありますが、アンカーボルトの径、Ｌ
寸法、か所数が不明です。御指示下さい。

　接合部1ヶ所あたり、A.Bolt4-M20（SS400）、L=400を見込ん
でください。

69 構造 T-003
　建築工事特記仕様書（１）７鉄骨工事①耐火被覆において、
耐火板張り、耐火材巻き付けが図示とありますが、施工範囲
が不明です。今回工事は適用無しと考えて宜しいでしょうか。

　耐火板は病棟妻面ECP下地とし、耐火材巻き付けの該当箇
所はありません。

70 構造
S-012
S-014
S-015

　３、５、Ｒ階伏図において、室外機置場目隠し、屋外機置場
目隠し、リハビリ庭園目隠しの記載がありますが、柱、梁の割
付、リスト等詳細が不明です。詳細を御指示下さい。

　下記の通り見込んでください。
　①室外機目隠し
　・柱：H-200×200×8×12(SS400)@3000
　・耐風梁：H-150×150×7×15（SS400）
　・鉛直ブレース1-M20（JISブレース）
　②屋外機置場目隠し、リハビリ庭園目隠し
　・柱：下階柱と同材料・同断面
　　柱スパン間にH-400×400×13×21(SN400B)@3000
　・大梁：SH-700×300×12×25(SN490B)
　・片持ち梁：H-400×400×13×21(SN400B)
　・小梁：H-400×200×7×15（SS400）
　・控え柱：φ165.2×6（STK400）



質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

71 構造 S-015
　Ｒ階伏図において、設備架台範囲ＲＳＬ＋２０００に網掛の記
載がありますが、柱、梁の割付、ファインフロア下地鉄骨設置
要領、リスト等詳細が不明です。詳細を御指示下さい。

　下記の通り見込んでください。
　・柱：H-200×200×8×12(SS400)@6000
　・梁：H-500×200×10×16（SS400）
　・方杖：2L-75×75×9（SS400）
　・ファインフロア受け：2L-75×75×6（SS400）@1200

72 構造 S-015
　Ｒ階伏図において、設備架台範囲ＲＳＬ＋２０００に網掛の記
載がありますが、架台に上がる小階段が必要と思われます。
必要か所数、詳細を御指示下さい。

　寸法及び箇所数は、意匠質疑回答によります。

73 構造
ＳＴ-003

　７．２．１　鋼材　鋼材は原則として高炉材を使用する。とあり
ますが、小梁・間柱・耐風梁等の二次部材については電炉材
使用可としてもよろしいでしょうか。

　原則高炉材とします。
　ただし、実施設計にて協議調整とします。

74 構造
S-036
S-037

　ＳＲＣ部のＧ梁が全断面ＳＮ４９０Ｂとなっていますが、端部Ｓ
Ｎ４９０Ｂ、中央ＳＭ４９０Ａとしても宜しいでしょうか。

　設計図書通りとします。
　ただし、実施設計にて協議調整とします。

75 構造 -
　ＳＲＣ鉄骨梁、Ｓ鉄骨梁貫通スリーブにおいて、スリーブ径、
箇所数等不明です。梁貫通スリーブ図または各数量を御提
示願います。

　上記回答(質疑5)に準じます。

76 構造 S-031

　免震上部柱の鉄骨ベースレベルについて、記載がありませ
ん。下記のとおりに考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。（構造図S-035/SRC柱柱脚納まり要領図参
照）

77 構造
ST-011､
ST-012､
ST-014

　柱の現場接手部について、記載がありません。下記のとおり
に考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

78 構造 S-043 　デッキ受け（SRC造部）について、詳細を御指示下さい。

　適宜見込んでください。

79 構造
S-010～
024

梁符号ついて、軸組図で未記載の部材があります。伏図を正
と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。



質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

80 構造
S-015
S-042

　鉛直ブレース符号について、R階伏図に鉛直ブレース(BR3)
と記載がありますが、リストには記載がありません。下記のとお
りに考えて宜しいでしょうか。
符号：BR3　　部材：□-200x200x12(STKR400)
G.PL:PL-19　　R.PL::PL-19x200　　2S.PL:PL-19x80x450
HTB:3-M22
交差部：2[-200x80x7.5x11　G.PL-19　　HTB:12-M22

  下記の通りとします。
　BR3：2L-75×75×12(SS400)、H.T.B 7-M16、GPL-12

81 構造
S-010～
S-024

　梁の鉄骨天端レベルについて、軸組図の梁天端レベルは
同じですが、伏図では梁上にスラブ段差がある為、梁の鉄骨
天端レベルを変える必要があり、軸組図と伏図で相違がありま
す。伏図を正と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

82 構造
A-043
S-015

　ハト小屋鉄骨において、鉄骨下地が必要でしたら詳細を御
指示下さい。

　実施設計にて詳細検討の上、決定します。

83 構造

S-016
S-019
S-020～
S-022
S-042

　鉛直ブレースの柱付仕口部について、軸組図では大梁に
接手指示がありませんが、ブレース接手要領ではブラケットタ
イプになっており、軸組図とブレース接手要領で相違がありま
す。ブレース接手要領を正と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

84 構造
A-177
～
A-189

　昇降機詳細図において、柱脚詳細が見当たりません。以下
の支柱柱脚詳細を御指示下さい。
・Ｈ－１００×１００
・Ｈ－１５０×１５０
・Ｈ－１７５×１７５
・Ｈ－２００×２００
・Ｈ－２５０×２５０

　以下の通りとします。
・H-250×250×9×14
　ベースプレート：PL-19×300×300
　アンカーボルト：4-M20 L400
　継手：GPL-12､HTB 3-M20
・H-200×200×8×12
　ベースプレート：PL-19×250×250
　アンカーボルト：4-M20 L400
　継手：GPL-9､HTB 3-M20
・H-175×175×7.5×11
　ベースプレート：PL-16×225×225
　アンカーボルト：4-M20 L400
　継手：GPL-9､HTB 2-M20
・H-150×150×7×10
　ベースプレート：PL-16×200×200
　アンカーボルト：4-M20 L400
　継手：GPL-9､HTB 2-M20
・H-100×100×6×8
　ベースプレートPL-16×150×150
　アンカーボルト：4-M20 L400
　継手：GPL-9､HTB 2-M20

85 構造 A-192

　ヘリポート平面図１のヘリポート工事仕上表にヘリポート鉄
骨が建築工事とありますが、ヘリポート鉄骨の見積区分が不
明です。ヘリポート鉄骨は、（様式6-5）VE提案採用後概算工
事費見積内訳書のⅠ－１．建築工事の７．鉄骨工事に含むと
考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

86 構造
ST-016
S-029

　免震構造特記仕様書(１)にケガキ板の寸法の記載がありま
すが、ケガキ板の寸法(L)は、「設計クリアランスの２倍」となっ
ております。設計クリアランス値(水平方向)は１７５０㎜ですの
で、「３５００㎜」の板サイズとなります。また、擁壁リストを確認
すると、躯体と擁壁間は「１８００㎜」になっております。ケガキ
板サイズは「１８００㎜」と考えてよろしいでしょうか。

　よろしいです。ただし、ケガキ板等の詳細は実施設計におい
て検証の上、決定します。



質疑
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図面
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87 構造 S-034
SRC部 十字柱：HY-600ｘ250ｘ12ｘ32は製造サイズにありませ
ん。
HY-600ｘ250ｘ16ｘ32と読み替えてよろしいでしょうか。

　BH-600×250×12×32に読み替えとします。

88 構造 S-101

　院内保育所において、スランプが不明です。基礎Ｓ１５、地
上Ｓ１８と考えて宜しいでしょうか。
また、単位水量及び水セメント比は単位水量１８５㎏/m3、水
セメント比５５％と考えて宜しいでしょうか。併せて御指示くださ
い。

　全てよろしいです。

89 構造 S-101
　院内保育所のスラブリストにおいて、ＤＳ１５のデッキ仕様が
不明です。フラットデッキｔ１．０　Ｈ７５　Ｚ１２と考えて宜しいで
しょうか。

　よろしいです。

90 構造 A-302

　院内保育所ピット平面図において、人通孔及び通気管、通
水管が見当たりません。床下点検口が１箇所の為、各ピット隔
壁に人通孔１箇所、通気管通水管各２箇所を見込んで宜しい
でしょうか。
また、各仕様は人通φ６００、通気管ＶＰ管φ１００、通水管ＶＰ
管φ１５０半割と考えて宜しいでしょうか。併せて御指示くださ
い。

　よろしいです。

91 構造
S-101
ST-002

　上項質疑において、人通孔に対し補強が必要と思われます
が、人通孔補強要領では在来補強となっていますが、構造関
係特記仕様書では既製品による補強となっております。既製
品による補強を正と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。

92 構造
A-302
S-043

　Ｒ階平面図において、室外機置場に基礎がありますが、配
筋は雑詳細図のタイプＢを適用して宜しいでしょうか。

　よろしいです。

93 構造 －
　院内保育所において、梁貫通スリーブのスリーブ径、箇所数
等不明です。梁貫通スリーブ図または各数量を御提示願いま
す。

　φ150×10ヶ所を見込んでください。

94 構造 A-304

　矩計図において、ｈＹ４通りから左側に土間コンクリートがあ
りますが、基礎伏図では見当たりません。スラブ厚２００、配筋
Ｄ１０＠２００ダブルクロス、地業砕石１５０、Ｆｃ２１ Ｓ１５、１８５
㎏/m3、水セメント比５５％と考えて宜しいでしょうか。

　よろしいです。ただし、コンクリート厚さ150、砕石厚さ60とし
ます。

95 構造 A-307
　玄関キャノピー詳細図において、基礎詳細、ＲＣ被覆柱、コ
ンクリート強度及びスランプ等の構造詳細が不明です。各詳
細及び仕様を御指示ください。

　下記の通り見込んでください。
　基礎(1柱あたり)：500×2000×4000
　Fc24、S15

96 構造
A-307 　玄関キャノピー詳細図において、鉄骨部材リスト、柱梁架構

等詳細を御指示下さい。

　下記の通り見込んでください。
　柱：φ318.5×10.3(STKN490)
　大梁・片持ち梁：H-500×200×10×16(SN400B)
　小梁：H-300×150×6.5×9(SS400)
　母屋：C-100×50×20×2.3@900(SSC400)
　下地鉄骨：L-75×75×6

97 構造
基本
説明
S10

液状化判定のFL値が非常に小さいのですが、正しい結果で
しょうか。そうでない場合は正しい数値をお教え下さい。

　別添資料(液状化判定データシート)を正とします。

98 構造
基説
技術
S06

スイッチング試験において、マスを200kineで衝突させるとあり
ますが、SSBの連結板に対する相対速度が200kine以上という
理解でよろしいですか。

　よろしいです。

99 構造
基説
技術
S06

円軌道・楕円軌道加振は、PSBをどの程度変位させる必要が
あるかご教示ください。

　今後の提案や協議によります。基本的にはSSB＋PSBの一
体的な免震システムの二方向挙動や、ストッパー接触時にス
ライダーが接線方向に運動している場合のSSBからPSBへの
スイッチングなどの挙動確認を目的としています。

100 構造
基説
技術
S06

試験要件を満たせるか否かに大きく影響するため、SSBおよ
びPSBの摩擦係数の想定ばらつき範囲を開示してください。

　SSBは、μ1=0.033～0.067、PSBは、μ2=0.10～0.20の範囲
内を目標とします。



質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

101 構造

基図
S032
基本
説明
S30
基説
技術
S02

基本設計図（構造図）S032にSSBの限界変形950mmと記載が
ありますが、基本設計説明書のS30にレベル３、レベル４時の
SSBの変位850mmと記載があり、基本設計説明書（技術資料
変）S02にもSSBの限界変形850mmと記載があります。構造図
記載の限界変形950mmで想定することでよろしいでしょうか。

　よろしいです。SSBの限界変形は、実施設計における詳細
検討で決定します。

102 構造 ST-003

地震観測装置
・下記の事項をご指示願います。
イ）装置設置業者
ロ）観測装置設置の具体的位置
ハ）装置の電源
・太陽電池を転用するのでしたら、太陽電池の設置位置をご
指示ください。
・100V電源等が別途必要でしたら電気工事に見込みます。
ニ）装置のデータ保存又は送信方法
・内臓のメモリにデータ保存するのでしょうか。ご指示くださ
い。

　下記の通りです。
　イ）応用地震計測株式会社
　ロ）X13-Y13通り付近
　ハ）太陽光パネル
　ニ）外付けUSBに保存
　ただし、詳細は実施設計において検証の上、決定します。

103 構造 ST-016
免震ケガキ板
・数量：7か所と記載がありますが、場所は２か所（X6-Y2,X6-
Y13)となっています。残りの場所をご指示ください。

　病院棟外周部四隅と中央部1か所とします。

104 構造 S-018他
・C2A柱に十分な強度の支保工を設置する様に指示がありま
すが、支保工に掛かる重量をご指示ください。

　長期軸力6000kNを想定して下さい。安全率を考慮し支保工
の設定をお願いします。

105 構造
A-019
A-029
S-009

・Ａ-019図でＢ１Ｆ消火水槽、ﾎﾞｲﾗｰブロー槽に該当する水槽
が躯体図では見当たりませんので躯体の仕様をご指示くださ
い。

　上記回答（質疑40）に準じます。

106 構造
基本設
計説明
書Ｓ２９

本計画の免震システムにおいては「既往の免震で対応するこ
とは困難と考えられます。・・・本計画で採用する免震材料
は・・・球面すべり支承とピラフコンとSUS板で構成された滑動
基礎を上下に組み合わせた多段すべり支承とします」と見解
が示されており、メーカーも指定されております。現状では貴
市が示される免震材料の組み合わせのみが、最適と判断され
ますが、この場合、見積徴収可能な協力業者が１社と限られ
ること、また、既に特定の元請業者と技術協力体制を整えて
いる場合、見積を依頼しても徴収できない可能性や金額が高
止まりする懸念が生じますが、この点における貴市の見解を
お示し下さい。

　本計画の免震システムの設計開発に現段階で関与している
者は、設計者及び開発者（日鉄エンジニアリング株式会社、
日本ピラー工業株式会社）です。
　各社は本免震システムの実現に向けて協業しており、その
実現を阻害するような行為はないと考えます。

107 構造
基本設
計説明
書Ｓ２９

設計クリアランス1800㎜の確保が求められておりますが、現状
では「これ程のクリアランスを達成した実績は国内で無い」との
報告を各協力業者から得ております。この様な状況におい
て、協力業者から見積書が徴収できない場合が想定されます
が、この場合の貴市の見解をお示し下さい。

　関連各メーカーは、本システム実現に向けて協業していま
す。また、その詳細は実施設計において協議・調整します。
　基本設計で示された同等の性能・品質確保に必要となる費
用を見込んでください。

108 構造
ST-001
S-028
S-035

（構造）
一般共通事項において、一般定着又はプレート定着と記載が
ありますが、何れを適用するか不明です。基礎梁リスト（３）・耐
圧スラブリストのＷＣ部配筋要領より柱ＣＷ１及びＣＷ２の柱頭
のみにプレート定着を使用すると考えて宜しいですか。

　よろしいです。

109 構造 ST-002

柱主筋及び梁主筋の継手工法について、一般共通事項と構
造特記仕様書で下記の様に相違があります。地中大梁主筋
Ｄ３８のみ機械式継手とし、その他はガス圧接と考えて宜しい
ですか。
・一般共通事項：ガス圧接
・構造特記仕様書：ガス圧接と機械式継手両方に適用印あり

　よろしいです。また、その他、品質、施工性及び経済性の向
上が見込まれる箇所においては、構造安全性に問題がない
範囲において、機械式継手の採用も可とします。

110 構造 ST-002

マスコンクリートの適用範囲について、擁壁底版と記載があり
ますが、擁壁底版のみではなく、その他底版にも適用すると
考えて宜しいですか。

　よろしいです。　上記回答(質疑1)に準じます。



質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

111 構造
ST-002
ST-003

マスコンクリートのコンクリート種別及びスランプ値が、構造特
記仕様書（１）６章コンクリート工事と構造特記仕様書（２）１３節
マスコンクリートで下記の様に相違があります。構造特記仕様
書（２）１３節マスコンクリートを正と考えて宜しいですか。
・構造特記仕様書（２）１３節マスコンクリート
　中庸熱ポルトランドセメント、スランプ値１５ｃｍ
・構造特記仕様書（１）６章コンクリート工事
　普通コンクリート、スランプ値１８

　よろしいです。

112 構造
ST-002
S-034～
035

柱ＨＯＯＰの加工方法について、構造特記仕様書ではＨ型と
溶接閉鎖型に適用印があり、柱リストでは、ＳＲＣ柱はスパイラ
ルフープ、ＲＣ柱は溶接閉鎖型と相違があります。一般部は
溶接閉鎖型、仕口及び中子・補助ＨＯＯＰはタガ型と考えて
宜しいですか。

　上記回答(質疑24)に準じます。

113 構造

ST-001
S-036～
039
S-041

一般共通事項において、スターラップは溶接閉鎖型と記載が
ありますが、地中梁・大梁・小梁のリストに溶接閉鎖型の記載
がなく相違があります。地中梁・大梁・小梁のスターラップはタ
ガ型と考えて宜しいですか。

　上部構造（SRC造、RC造）の柱フープ、大梁スターラップは
溶接閉鎖型とします。
　下部（基礎）構造（RC造）の基礎梁・大梁・小梁スターラップ
はH型とします。

114 構造 ST-003

高性能ＡＥ減水剤使用について、構造特記仕様書に単位水
量の上限値を守れない場合とありますが、こちらでは判断でき
ませんので、積算上は躯体コンクリート全てに必要と考えて宜
しいですか。

　積算上は、呼び強度30N/mm2を超えるコンクリートに見込む
ものとします。

115 構造 ST-003

擁壁に使用する防水材の仕様を御指示ください。 　天然無機質シリカ系防水混和材とします。

116 構造
S-006
A-019

ピット平面図において、水槽の範囲及び深さ、地中梁・ピット
隔て壁の有無が意匠図と構造図で相違があります。構造図を
正と考えて宜しいですか。また、意匠を正とした場合は、意匠
図と整合性の取れた構造伏図とピット隔て壁のリストを御提示
ください。

　よろしいです。

117 構造 -

上記、構造図を正とした場合、人通孔・通水管・通気管の有
無が不明です。必要な場合は、各々の数量・断面寸法を御指
示下さい。

　上記回答(質疑39)に準じます。

118 構造
S-009
A-019

免震ピット平面図において、消化水槽とボイラーブロー槽の
記載がありますが、構造伏図に記載がありません。意匠図を
正と考えて宜しいですか。

　よろしいです。

119 構造 -

上記質疑を正とした場合、ピットの構造詳細が不明です。下
記と考えて宜しいですか。
①ピット深さ：Ｂ１Ｆ－１，３００
②ピット底版：Ｓ２０、底型枠は在来型枠
③ピット天井：Ｓ２０、底型枠は在来型枠
④ピット廻り壁：Ｗ２０（Ｓ－０４１のＥＳＣピットのＷ２０と同等）

　上記回答(質疑29、40)に準じます。

120 構造 S-035

ＲＣ柱リストＣ２１（１階）において、中子筋が下記の様に相違が
あります。補助フープを正と考えて宜しいですか。
・断面：縦横３本共、補助フープＤ１０＠３００
・リスト：縦横共、５－Ｄ１３＠１００

　RC柱リスト内の『フープ』欄に記載の内容を正とします。
例：1C21：5-D13-＠100（XY共）を正とします。

121 構造 S-035

上記、Ｃ２２～Ｃ２５も同様に相違があります。補助フープを正
と考えて宜しいですか。

　上記回答(質疑120)に準じます。

122 構造

S-009
～
S-015
S-041

放射線室を除く各階のスラブの型枠について、下記と考えて
宜しいですか。
①Ｂ１階床からＰＨＲ階のスラブはフラットデッキ
②Ｂ１階床からＰＨＲ階の外周片持ちスラブは在来型枠
③１階～３階Ｘ１３通りのＷＢＡ、ＣＧＡ、ＣＢＡに囲まれている
スラブは在来型枠
④ＥＶピット・ＥＳＣピットのＤＳ２５、ＤＳ２０Ａはフラットデッキ

　上記回答(質疑29)に準じます。



質疑
番号

区分
図面
番号

質　　問 回　　答

123 構造 -

ＳＲＣ大梁に取り付くデッキのかかり代分として、梁側面増し打
ちＴ３０が必要と考えて宜しいですか。

　下図に準じます。

124 構造 S-009
Ｂ１階床伏図・Ｍ１ピット階床伏図において、Ｘ１３通りの片持
ちスラブの符号が不明です。ＣＳ２０と考えて宜しいですか。

　よろしいです。

125 構造 S-009

Ｂ１階床伏図・Ｍ１ピット階床伏図において、Ｗ１５及びＥＷ３０
の記載がありますが、リストが不明です。御指示下さい。

　上記回答(質疑7)に準じます。
　また、W15は下記の通りとします。
　W15：壁厚150、縦筋横筋ともD10@200（ダブルチドリ）

126 構造 S-009

Ｂ１階床伏図・Ｍ１ピット階床伏図において、放射線室にＦＳ１
００Ａの記載がありますが、リストが不明です。ＦＳ１００に読み
替えて宜しいですか。

　上記回答(質疑6)に準じます。

127 構造
A-020
S-009

Ｂ１ＦのＲＣ壁範囲が構造伏図と意匠平面図で異なります。意
匠平面図を正と考えて宜しいですか。

　構造図S-009図を正とします。ただし、X8フレーム及びX10
フレームの、Y2-Y3通り間は意匠図A-020図を正とします。

128 構造
A-031
S-009

矩計図（１）において、Ｘ１３通りに免震ブリッジの記載がありま
すが、構造伏図に記載がありません。ＣＳ３０が必要と考えて
宜しいですか。

　ご指摘の免震ブリッジは構造躯体ではないため、構造図に
は記載しておらず、CS30は不要とします。

129 構造
A-031
A-032

矩計図において、免震ブリッジ下部に片持ちスラブの記載が
ありますが、構造伏図に記載がありません。免震ブリッジの範
囲にＣＳ２０が必要と考えて宜しいですか。

　免震ブリッジ下部のコンクリートは、土間コンクリートとし厚さ
150mm、D13＠200シングルを見込んでください。

130 構造
S-009
S-016

Ｍ１ピット階床伏図の特記事項において、Ｍ１ＦＬ＝１ＦＬ－３，
０００、Ｍ１ＦＬ＝Ｂ１ＦＬ＋２，０００と記載がありますが、軸組図
ではＭ１ＦＬ＝１ＦＬ－３，３００、Ｍ１ＦＬ＝Ｂ１ＦＬ＋１，７００と相
違があります。軸組図を正と考えて宜しいですか。

　よろしいです。

131 構造 S-029

擁壁リストにおいて、Ｓｅｃ．ＡとＳｅｃ．ＢでＲＷ１００の配筋が異
なります。Ｓｅｃ．Ａを正と考えて宜しいですか。

　Sec.Bを正とします。

132 構造 -

上記質疑について、両方を適用する場合、各々の明確な適
用範囲が不明です。御指示下さい。

　上記回答(質疑131)に準じます。

133 構造 -

本体及び院内保育所棟の腰壁及びその他地上立上り壁・パ
ラペット・ハト小屋のリストが不明です。御指示下さい。

　上記回答（質疑43）に準じます。

134 構造 ST-003

鉄骨部材の錆び止め塗装の仕様について、下記のように考
えて宜しいですか。
①屋内：ＪＩＳ　Ｋ５６７４　工場２回塗り

　よろしいです。
ただし、鉄骨現し部は溶融亜鉛メッキ（HDZ55）とします。

135 構造 S-034

Ｂ１階　鉄骨柱Ｃ３Ａについて、断面図にはＨ形鋼の図示があ
りますが、リストには記載がありません。Ｈ－３００×３００×１０
×１５と考えて宜しいですか。

　よろしいです。

136 構造 S-009

Ｂ１階床伏図　Ｘ８～Ｘ９通り／Ｙ５～Ｙ６通り間にＳＢ２５の記載
がありますが、部材リストが不明です。Ｈ－２５０×１２５×６×９
（ＳＳ４００）と考えて宜しいですか。

　SB30に読み替えるものとします。

137 構造 S-010

１階床伏図　Ｘ６通り／Ｙ３ａ～Ｙ４ａ通り及びＹ７～Ｙ８ａ通り間
にＧＹ５の記載がありますが、部材リストが不明です。ＳＨ－６５
０×３００×１２×２５（ＳＮ４９０Ｂ）と考えて宜しいですか。

　下記の通りとします。
　RC梁：B×D=600×1000
　主筋(上下端)：5-D25
　スターラップ 2-D13-@200とする。

138 構造 S-011

２階床伏図　下記大梁について、符号が不明です。ＧＸ１と考
えて宜しいですか。
①Ｘ１～Ｘ３通り／Ｙ１０通り
②Ｘ１１～Ｘ１３通り／Ｙ１０通り

　①②ともによろしいです。



質疑
番号

区分
図面
番号
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139 構造
S-010～
S-015

各階伏図　大梁及び小梁端部に黒線の図示がありますが、図
示内容が不明です。Ｓ－０４０の補剛材が取付く梁と考えて宜
しいですか。

　当該箇所は小梁端部剛接合を示します。

140 構造 S-011

２階床伏図　Ｘ３～Ｘ８通り／Ｙ１２～Ｙ１３通り間及びＸ１０～Ｘ
１１通り／Ｙ１２～Ｙ１３通り間に梁符号のみの記載があります
が、図示がありません。該当の梁が必要と考えて宜しいです
か。

　よろしいです。

141 構造
S-019
S-020

Ｙ４ａ通り軸組図及びX７ａ～X７ｂ通り軸組図のＲ階に鉛直ブ
レースＢＲ３の記載がありますが、部材リストが不明です。下記
のように考えて宜しいですか。
①ＢＲ３：□－２５０×２５０×９（ＳＴＫＲ４００）
②ＧＰＬ：ＰＬ－１６
③２Ｓ．ＰＬ：ＰＬ－１２×９０×４５０
④ＨＴＢ：３－Ｍ２２

　上記回答(質疑80)準じます。

142 構造
S-012～
014

３階～５階床伏図について、ユニットバス床段差（ＦＬ－２００）
廻りに小梁の図示がありませんが、小梁は不要と考えて宜し
いですか。必要である場合、小梁の部材詳細（断面、継手な
ど）及び部材配置を御指示下さい。

　下記の通り、段差部にSB30を見込んでください。

143 構造
S-016～
023

軸組図について、間柱、耐風梁の図示がありませんが、外壁
ＥＣＰ下地は不要と考えて宜しいですか。必要である場合、間
柱及び耐風梁の部材詳細（断面、継手など）及び部材配置を
御指示下さい。

　間柱、耐風梁、開口補強等の雑鉄骨は、対象壁面積当たり
で60kg/㎡を見込んでください。

144 構造 A-032

矩計図について、Ｙ１通りの１階に庇の図示がありますが、下
地鉄骨の詳細が不明です。下地鉄骨の部材詳細（断面、継
手など）及び部材配置を御指示下さい。

　上記回答(質疑60)に準じます。

145 構造 A-032
前記質疑について、Ｙ１通り１階庇の設置範囲を御指示下さ
い。

　上記回答(質疑60)に準じます。

146 構造
S-012
S-014
S-015

３階～Ｒ階伏図について、目隠し壁の図示がありますが、下地
鉄骨の詳細が不明です。下記の目隠し壁下地鉄骨の部材詳
細（断面、継手、ＲＣ取合いなど）及び部材配置を御指示下さ
い。
①３階室外機置場目隠し壁下地鉄骨
②５階屋外機置場目隠し壁下地鉄骨
③リハビリテーション目隠し壁下地鉄骨
④屋上機械置場目隠し壁下地鉄骨

　上記回答(質疑70)に準じます。

147 構造
A-027
A-028

立面図について、アルミルーバーの図示がありますが、下地
鉄骨の詳細が不明です。下記のアルミルーバー下地鉄骨の
部材詳細（断面、継手、ＲＣ取合いなど）及び部材配置を御指
示下さい。
①階段目隠しアルミルーバー下地鉄骨
②室外機置場・空調機械室目隠しアルミルーバー下地鉄骨
③地下駐車場アルミルーバー下地鉄骨

　下記の通り見込んでください。
　間柱：H-148×100×6×9@2700
　横胴縁：C-100×50×20×3.2@900（SSC400）

148 構造 S-015

Ｒ階伏図について、設備架台の図示がありますが、下地鉄骨
の詳細が不明です。屋上設備架台鉄骨の部材詳細（断面、
継手、ＲＣ取合いなど）及び部材配置を御指示下さい。

　上記回答(質疑71)に準じます。

149 構造
A-012
A-022

仕上表について、ＳＰＤ倉庫の備考に一部鉄骨床組と記載が
ありますが、床組鉄骨の詳細が不明です。ＳＰＤ倉庫床組鉄
骨の部材詳細（断面、継手、ＲＣ取合いなど）及び部材配置を
御指示下さい。

　下記の通り見込んでください。
　柱：□-200×200×6(STKR400)
　梁：H-250×125×6×9（SS400）
　床：ファインフロア、高さ＝FL+2200

150 構造 A-046

地階建具表について、カーテンウォールの図示があります
が、下地鉄骨の詳細が不明です。カーテンウォール下地鉄骨
の部材詳細（断面、継手、ＲＣ取合いなど）及び部材配置を御
指示下さい。

　メーカー仕様によります。適宜お見込み下さい。
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151 構造 A-036

階段詳細図について、屋外階段共通の図示がありますが、構
造図に記載が無いため鉄骨階段詳細が不明です。屋外鉄骨
階段の部材詳細（ササラ、踏板、ＲＣ取合いなど）及び部材配
置を御指示下さい。

　S-044図KD1～4に準じます。

152 構造 S-044

前記質疑について、屋外階段受け鉄骨の詳細が不明です。
屋外階段受け鉄骨は下記のように屋内鉄骨階段受けに倣うと
考えて宜しいですか。
①間柱：Ｈ－１５０×１５０×７×１０
②受け梁：Ｈ－２５０×１２５×６×９

　よろしいです。
　ただし、受け梁を支持する柱は、S-012～014図によります。

153 構造 A-155

部分詳細図について、階段（屋上室外機置場）の図示があり
ますが、寸法など詳細が不明です。屋上設備架台鉄骨階段
の下記について御指示下さい。
①階段の寸法
②設置箇所数

　上記回答(質疑72)に準じます。

154 構造
A-022
A-025
A-145

２階、５階、ＰＨ階において、鉄骨小階段の図示がありますが、
鉄骨階段の部材詳細が不明です。下記の鉄骨小階段の部材
詳細（ササラ、踏板、ＲＣ取合いなど）及び部材配置を御指示
下さい。
①２階屋外機置場鉄骨小階段
②５階屋外機置場鉄骨小階段
③屋上ＥＶホール前外部鉄骨小階段
④屋上ＥＶホール前内部鉄骨小階段
⑤ＰＨ階階段室鉄骨小階段

　実施設計にて協議調整とします。

155 構造 A-138

２階雑金物伏図について、ＳＰＤ倉庫前に点線で階段の図示
がありますが、別途工事と考えて宜しいですか。本工事である
場合、ＳＰＤ倉庫鉄骨階段の部材詳細（ササラ、踏板、ＲＣ取
合いなど）及び部材配置を御指示下さい。

　本工事とし、構造図S-044図に準じます。

156 構造 S-041
病院棟のスラブリストについて、フラットデッキの図示がありま
すが、片持ちスラブ以外は全てフラットデッキと考えて宜しい
ですか。

　上記回答(質疑29)に準じます。

157 構造
ST-001
ST-002

擁壁のコンクリート強度が、一般共通事項と構造特記仕様書
で下記の様に相違があります。構造特記仕様書を正と考えて
宜しいですか。
・構造特記仕様書：ＦＣ３６
・一般共通事項：ＦＣ３０

　上記回答(質疑45)に準じます。

158 構造 -

設備基礎のコンクリート強度及びスランプ値が不明です。ＦＣ
２４、Ｓ１８と考えて宜しいですか。

　よろしいです。

159 構造
ST-002
A-202

ヘリポート鉄骨部材リストにおいて、柱脚のコンクリート強度が
ＦＣ３０とありますが、構造特記仕様書では３Ｆ立上りからはＦＣ
２４と記載があり、相違があります。構造特記仕様書を正と考
えて宜しいですか。

　よろしいです。

160 構造
S-005
S-006
S-007

改良天端レベルが、地盤改良工図と基礎伏図で多数相違が
あります。基礎伏図を正と考えて宜しいですか。
例）
・地盤改良工図杭種Ｂ－１：ＴＰ＋４６．１
・基礎伏図：ＴＰ＋４５．８５
（基礎捨てコン下端レベル（改良天端レベル）＝ＭＢ１ＦＬ－
２，０５０＝ＴＰ＋４５．８５）

　よろしいです。

161 構造 -

上記質疑が正の場合、改良下端レベルに変更は無しと考え
て宜しいですか。

　よろしいです。

162 構造

S-010
S-011
A-027
A-028
A-031

１Ｆ、２Ｆの外部ＲＣ壁の有無が、構造伏図ではＲＣ壁無し、立
面図及び矩計図ではＲＣ壁有りと相違があります。意匠平面
図を正と考えて宜しいですか。

　よろしいです。

163 構造 -

上記質疑を正とした場合、ＲＣ壁の符号が不明です。御指示
下さい。

　W18：壁厚180、縦筋D13＠200ダブル、横筋D13＠200ダブ
ルとします。

164 構造 S-010
１Ｆ伏図において、ＥＷ２５の記載がありますが、リストが不明
です。御指示下さい。

　上記回答(質疑8)に準じます。
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165 構造 -

ＲＣ壁の開口補強筋の有無が不明です。必要な場合、補強
要領を御指示下さい。

　下記の通りとします。
　EW20：縦・横筋各4-D16、斜め筋2-D13
　EW25：縦・横筋各4-D19、斜め筋4-D13
　EW30：縦・横筋各8-D19、斜め筋4-D16

166 構造 ST-002

人通孔及び梁貫通孔の補強要領について、構造特記仕様書
のその他配筋にＨ型と既製品の両方に適用印がありますが、
何れを適用するか不明です。既製品補強と考えて宜しいです
か。また、既製品を使用する場合、メーカー等の指定があれ
ば合わせて御指示下さい。

　よろしいです。採用する補強工法は大臣評定取得品としま
す。

167 構造 -

上記、在来補強の場合、補強要領が不明です。径毎の補強
要領を御指示下さい。

　上記回答(質疑166)に準じます。

168 構造
A-177
～189

エレベーター立柱について、柱脚、継手詳細が不明です。エ
レベーター立柱の柱脚、継手詳細は下記のように考えて宜し
いですか。
・Ｈ－２５０×２５０×９×１４
①ベースプレート：ＰＬ－１９×３００×３００
②アンカーボルト：４－Ｍ２０　Ｌ４００
③継手：ＧＰＬ：ＰＬ－１２、ＨＴＢ　３－Ｍ２０

・Ｈ－２００×２００×８×１２
④ベースプレート：ＰＬ－１９×２５０×２５０
⑤アンカーボルト：４－Ｍ２０　Ｌ４００
⑥継手：ＧＰＬ：ＰＬ－９、ＨＴＢ　３－Ｍ２０

・Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１
⑦ベースプレート：ＰＬ－１６×２２５×２２５
⑧アンカーボルト：４－Ｍ２０　Ｌ４００
⑨継手：ＧＰＬ：ＰＬ－９、ＨＴＢ　２－Ｍ２０

・Ｈ－１５０×１５０×７×１０
⑩ベースプレート：ＰＬ－１６×２００×２００
⑪アンカーボルト：４－Ｍ２０　Ｌ４００
⑫継手：ＧＰＬ：ＰＬ－９、ＨＴＢ　２－Ｍ２０

・Ｈ－１００×１００×６×８
⑬ベースプレート：ＰＬ－１６×１５０×１５０
⑭アンカーボルト：４－Ｍ２０　Ｌ４００
⑮継手：ＧＰＬ：ＰＬ－９、ＨＴＢ　２－Ｍ２０

　上記回答(質疑84)に準じます。

169 構造

A-177
～189
S-009～
015

エレベーター廻りの鉄骨部材について、意匠図と構造図で相
違があります。エレベーター廻りの鉄骨部材は下記のように考
えて宜しいですか。
①構造図、意匠図両方に記載がある鉄骨部材は構造図を正
②構造図に記載が無く、意匠図に記載がある鉄骨部材は、追
加で見込む

　よろしいです。

170 構造
S-009～
015

鉄骨小梁の天端レベルについて、鉄骨小梁の天端レベルは
スラブ下端レベルに合わせると考えて宜しいですか。

　よろしいです。

171 構造 S-034

鉄骨柱の柱脚部について、アンカーボルトの長さが不明で
す。Ｌ＝２０ｄと考えて宜しいですか。

　S-035図　SRC柱柱脚納まり要領図によります。
　ただし、柱脚部の仕様は実施設計において精査の上、決定
します。

172 構造 ST-012

鉄骨構造標準図（４）　（８）バンドプレートの記載があります
が、ＳＲＣ柱リストには記載がありません。ＳＲＣ組立柱にバンド
プレートを下記のように見込むと考えて宜しいですか。
①バンドプレート：ＰＬ－６×５０＠８００

　よろしいです。

173 構造 ST-010

４階以上の大梁について、ノンブラケット工法の指示がありま
すが、ノンブラケットの継手が不明です。ブラケット工法のウェ
ブ継手と同じと考えて宜しいですか。

　ST-010図　5.仕口/5-1仕口部詳細/(4)大梁継手/1)ノンブ
ラケットタイプによります。
　ボルトは仮設用です。ボルトは請負者の責任において、建
て方時の安全性を考慮して十分な強度を有した仕様として見
込んでください。

174 構造 -
上記質疑について、異なる場合は継手リストを御指示下さい。 　上記回答(質疑173)に準じます。
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175 構造 S-015

Ｒ階＋６，０００伏図にＣＳＧＹ６の記載がありますが、部材リスト
が不明です。下記のように考えて宜しいですか。
①ＳＨ－５５０×２５０×９×２２（ＳＮ４９０Ｂ）

　SH-550×250×9×22(SN400B)とします。
　また、SGY6の材質はSN400Bとします。

176 構造
S-041
S-101

院内保育所棟のスラブリストについて、符号ＤＳ１５の詳細が
不明です。病院棟のフラットデッキに倣うと考えて宜しいです
か。

　上記回答(質疑89)に準じます。

177 構造
S-101
A-302

院内保育所棟の各スパン長が構造伏図と意匠平面図とで相
違があります。意匠平面図を正と考えて宜しいですか。

　よろしいです。

178 構造 S-101
院内保育所棟のコンクリートスランプ値が不明です。Ｓ１８と考
えて宜しいですか。

　上記回答(質疑88)に準じます。

179 構造 -
院内保育所棟において、高性能ＡＥ減水剤の適用の有無が
不明です。不要と考えて宜しいですか。

　よろしいです。

180 構造 ST-008
院内保育所棟の地中梁天端増し打ちの補強要領は、鉄筋コ
ンクリート構造配筋標準図（５）の７－１増打補強によると考え
て宜しいですか。

　よろしいです。

181 構造 -
院内保育所棟の地中梁及び基礎柱主筋の継手工法はガス
圧接と考えて宜しいですか。

　よろしいです。

182 構造
S-101
A-303
A-304

院内保育所棟の庇下部のスラブが構造図に記載が無く詳細
が不明です。下記と考えて宜しいですか。
土間コンクリートＴ１５０、ＦＣ１８　Ｓ１５、捨てコン無し砕石Ｔ１５
０　、Ｄ１０＠２５０シングル

　上記回答(質疑94)に準じます。

183 構造
S-101
A-303

院内保育所棟の地中大梁について、構造図では耐圧版下ま
で地中大梁がありますが、意匠では浮梁となっています。構
造図を正と考えて宜しいですか。

　よろしいです。

184 構造 -

上記、構造図を正とした場合、人通孔・通水管・通気管の有
無が不明です。必要な場合は、各々の数量・断面寸法を御指
示下さい。

　上記回答(質疑90)に準じます。

185 構造 S-101

院内保育所棟の人通孔の補強要領について、構造図に在来
鉄筋補強要領の記載がありますが、院内保育所棟において
は在来鉄筋補強を適用すると考えて宜しいですか。

　上記回答(質疑91)に準じます。

186 構造 -

上記、人通孔以外の梁貫通孔の補強要領が不明です。人通
孔同様在来鉄筋補強の場合は、補強要領を御指示下さい。

　上記回答(質疑166)に準じます。

187 構造 A-307

玄関キャノピー詳細図について、鉄骨部材の図示があります
が、構造図が無いため鉄骨部材詳細が不明です。下記の鉄
骨部材詳細（断面、継手、ＲＣ取合いなど）及び部材配置を御
指示下さい。
①柱、梁などの本体鉄骨
②金属屋根母屋鉄骨
③幕板・軒天下地鉄骨

　上記回答(質疑96)に準じます。

188 構造 -

玄関キャノピーの構造図がありません。構造図を御提示くださ
い。

　上記回答(質疑187)に準じます。

189 構造
ST-002
S-044

鉄骨階段踏面の溶接金網の仕様が下記の様に異なります。
鉄骨階段詳細図を正と考えて宜しいですか。
・特記仕様書：φ６－１００×１００
・鉄骨階段詳細図：φ６－５０×５０

　よろしいです。

190 構造
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S06

S06免震システム性能試験概要で、表内実施時期に記載の２
０２１年４月予定とあるものは、既にその試験対応が開発者・
メーカーほかで進められており、受注者に求められる試験は、
試験No11～14及び技術提案での試験のみと考えてよろしい
か。

　よろしいです。
　なお、試験No11は、静的試験として、メーカーの試験機にて
2021年9月頃までに実施を予定しています。この試験の目的
は、レベル２相当の地震動時にPSBが滑り出さないことを確認
することですが、試験No12の振動台を用いた動的試験にお
いても、同様の確認を行いたいと考えています。


